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10月号
No.175

（上段左から）
　ふ じ た　ひろただくん（６さい）
　な り た　そ　　らくん（５さい）
　い そ べ　ひ ろ とくん（５さい）
　こ ぬ ま　す　　いくん（５さい）
　ち　　だ　ゆうじんくん（５さい）
　と よ た　ま ひ ろくん（６さい）

（下段左から）
　せ い の　ま　　きくん（５さい）
　い わ や　は　　るくん（６さい）
　か さ い　な　　みさん（６さい）
　い そ べ　い ろ はさん（６さい）
　さ と う　み　　うさん（５さい）
　い し た　は る かさん（６さい）
　き む ら　しょうたくん（５さい）
　やまなか　る　　おくん（６さい）
　

柳田保育園のなかよしたち

「HAPPY　HALLOWEEN」
2019
No.17510月号

つなぐ、ぜったいに
　故郷の誇りをタスキでつなぐ青森県民駅伝

競走大会が、青森市内で行われました。

こんなに

元気です！

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介します。

11月生まれのお子さんの写真を募集します！
◆対象◆令和元年11月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容◆子供の写真、氏名（ふりがな）、保護者名（父母）、住所（地
区のみ）
◆応募方法◆
郵送または持参の場合：プリントした子供の写真１枚に①子供の氏名
（ふりがな）②生年月日③性別④住所⑤保護者名（父母）⑥電話番号を
記入したものを添えてください。
メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～
⑥を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。
◆応募締切◆今月の末日。
□問合せ先□
〒038-2324　大字深浦字苗代沢84-2　総合戦略課企画調整係　
TEL　74-2122（直通）　　　kouhou@town.fukaura.lg.jp

★このコーナーでは、誕生
日を迎えたチビッコ達
をご紹介します★

（　　　）
大川　謙昭くん（３歳）
　父　昭　裕さん　　　　　
　母　　雅　さん　北金２区 （　　　）

大川　時生くん（２歳）
　父　一　幸さん　　　　　
　母　浩　世さん　北金２区（　　　）

山本　蘭々ちゃん（３歳）
　父　大　樹さん　　　　
　母　琴　恵さん　田野沢

ららん とき おけんしょう



皆の力で繋いだ襷　青森県民駅伝

■■■ 広報ふかうら ■ 23 ■ 広報ふかうら ■■■

皆の力で繋いだ襷　青森県民駅伝
たすき

総合タイム　1：37：08
総　合　第28位（40チーム中）
町の部　第14位（22チーム中）
監督　堀内　正人（岩崎中）

１区（3.8km）
（男子高校生以上）

２区（1.1km）
（女子小学生）

３区（1.5km）
（男子小学生）

４区（4.6km）
（男子高校生以上）

５区（3.4km）
（男子中学生）

６区（3.1km）
（女子中学生以上）

７区（3.8km）
（男子高校生以上）

８区（2.3km）
（女子中学生以上）

９区（2.5km）
（男子中学生）

齊藤　涼太
（北金１区・齊敏機械ヤンマー）

【総合27位　町の部13位】

嶋元　のえる
（崎の町・深浦小６年）

【総合28位　町の部15位】

鈴木　直太朗
（３区・深浦小６年）

【総合14位・町の部5位】

柴田　樹
（６区・西目屋小事務）

【総合27位・町の部15位】

伊藤　吏央
（北金２区・大戸瀬中２年）

【総合24位・町の部15位】

齊藤　唯香
（北金１区・深浦小教員）

【総合28位・町の部14位】

八木橋　洸斗
（北金１区・陸上自衛隊弘前駐屯地）

【総合29位・町の部15位】

永谷　來奏
（３区・深浦中２年）

【総合31位・町の部15位】

伊藤　琉聖
（６区・深浦中３年）

【総合31位・町の部16位】

新
し
く
来
た
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）

を
紹
介
し
ま
す
!! しっかりタスキを繋げました

ゴールテープを切る伊藤琉聖さん（深浦中３年）

　日
本
海
北
部
で
は
、
最
大
級
の
高
さ
を
誇
る
艫

作
埼
灯
台
（
へ
な
し
さ
き
と
う
だ
い
・
青
森
海
上

保
安
部
）
の
あ
る
当
町
が
「
恋
す
る
灯
台
の
ま

ち
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　「
恋
す
る
灯
台
の
ま
ち
」
は
日
本
ロ
マ
ン
チ
ス

ト
協
会
と
日
本
財
団
が
２
０
１
６
年
か
ら
全
国
の

灯
台
が
あ
る
場
所
を
認
定
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　艫
作
埼
灯
台
は
高
さ
が
24
メ
ー
ト
ル
と
日
本
海

北
部
で
は
最
大
級
の
高
さ
を
誇
り
、
灯
台
が
あ
る

海
岸
線
は
美
し
い
夕
陽
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら

「
夕
陽
海
岸
」
と
呼
ば
れ
、
沈
む
太
陽
の
橙
色
の

素
晴
ら
し
さ
が
魅
力
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　９
月
24
日
、
舮
作
地
区
で
開
か
れ
た
記
者
発
表

会
で
は
日
本
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
協
会
の
波
房
会
長
か

ら
吉
田
町
長
に
「
恋
す
る
灯
台
の
ま
ち
」
の
認
定

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　吉
田
町
長
は
「
青
池
、
千
畳
敷
も
あ
り
ま
す
け

ど
、
灯
台
に
も
寄
っ
て
み
よ
う
か
な
と
そ
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
。

ぜ
ひ
と
も
プ
ロ
ボ
ー
ズ
す
る
な
ら
こ
の
灯
台
の
下

で
ど
う
ぞ
と
言
い
た
い
」
と
期
待
を
高
め
て
い
ま

し
た
。

　町
で
は
恋
人
た
ち
に
限
ら
ず
多
く
の
人
た
ち
が

灯
台
を
訪
れ
る
よ
う
に
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
全
国

に
発
信
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
１
日
、
青
森
市
で
開
催
さ
れ

た
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
（
９
区

間
：
26
．
１
㎞
）
に
お
い
て
、
県
内

40
市
町
村
の
選
手
が
競
い
合
う
中
、

深
浦
町
チ
ー
ム
は
、
総
合
順
位
28
位
、

町
の
部
第
14
位
と
い
う
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

　
気
温
も
湿
度
も
高
く
厳
し
い
コ
ー

ス
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
選
手
た

ち
は
１
秒
で
も
早
く
タ
ス
キ
を
つ
な

ご
う
と
力
走
し
ま
し
た
。

　
若
い
選
手
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
活

躍
に
も
期
待
が
持
て
る
レ
ー
ス
と
な

り
ま
し
た
。

今
年
は
小
学
生
区
間
も
登
場

　
今
回
初
め
て
と
な
る
県
民
駅
伝

で
の
小
学
生
区
間
で
は
、
第
２
区

に
嶋
元
の
え
る
さ
ん
（
深
浦
小
６

年
）
と
、
第
３
区
に
鈴
木
直
太
朗

さ
ん
（
深
浦
小
６
年
）
が
町
の
小

学
生
代
表
と
し
て
駅
伝
デ
ビ
ュ
ー
。

新
し
い
陸
上
競
技
場
を
ゴ
ー
ル
に

　
９
月
１
日
が
一
般
初
公
開
と
な
っ

た
新
陸
上
競
技
場
「
カ
ク
ヒ
ロ
グ
ル

ー
プ
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
」
。

想
い
が
詰
ま
っ
た
タ
ス
キ
は
新
陸
上

競
技
場
へ
無
事
に
繋
が
れ
、
ゴ
ー
ル

テ
ー
プ
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
深
浦
町
に
新
し
く
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外

国
語
指
導
助
手
）
の
テ
ラ
先
生
が

着
任
し
ま
し
た
。
今
年
の
８
月
か

ら
町
内
保
育
園
・
小
学
校
を
中
心

に
英
語
の
授
業
等
で
指
導
助
手
を

務
め
て
お
り
、
中
学
校
の
英
語
を

指
導
す
る
ケ
イ
レ
ブ
先
生
と
２
人

体
制
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、「
語
学
指
導
等

を
行
う
外
国
青
年
招
致
事
業
（
Ｊ

Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
と
い
い
、

小
中
学
生
の
国
際
感
覚
の
育
成
や

語
学
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

深
浦
町
の
み
な
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
： 

深
浦
町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て

歓
迎
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
お

会
い
す
る
の
を
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。

　
深
浦
は
、
と
て
も
美
し
く
静
か

で
癒
さ
れ
る
場
所
で
す
♪
こ
こ
に

来
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
嬉
し

い
で
す
！

　
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

氏名：HANSON　TARA（ハンソン　テラ）

国籍：カナダ

趣味：ダンス、演劇、読書、カラオケ

好物：魚、から揚げ

テラ先生を紹介します。

左から、日本ロマンチスト協会　波房会長、吉田町長、
青森海上保安部　林次長、海と日本プロジェクト　松本氏。

灯
台
を
新
し
い
観
光
資
源
に
！
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皆の力で繋いだ襷　青森県民駅伝
たすき
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た
。

　
深
浦
は
、
と
て
も
美
し
く
静
か

で
癒
さ
れ
る
場
所
で
す
♪
こ
こ
に

来
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
嬉
し

い
で
す
！

　
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

氏名：HANSON　TARA（ハンソン　テラ）

国籍：カナダ

趣味：ダンス、演劇、読書、カラオケ

好物：魚、から揚げ

テラ先生を紹介します。

左から、日本ロマンチスト協会　波房会長、吉田町長、
青森海上保安部　林次長、海と日本プロジェクト　松本氏。

灯
台
を
新
し
い
観
光
資
源
に
！
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生
き
い
き
健
康
福
祉
祭

　
　
　
　240
名
の
長
寿
を
祝
う

5050

　
長
年
に
わ
た
っ
て
様
々
な
分
野
で

活
躍
し
、
社
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
高
齢
者
を
敬
愛
す
る
「
生
き
い
き

健
康
福
祉
祭
」
が
９
月
18
日
、
町
民

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
吉
田
町
長
が
「
今
の

日
本
の
繁
栄
は
み
な
さ
ん
の
活
躍
の

お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
町
政
発

展
の
た
め
に
も
豊
富
な
知
識
や
経
験

が
必
要
と
な
る
の
で
、
ど
う
か
こ
れ

か
ら
も
元
気
で
後
世
に
語
り
継
い
で

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
や
金
婚
、
米
寿
を
迎
え
た
方

は
２
４
０
名
、
こ
の
う
ち
、
出
席
し

た
７
８
名
に
表
彰
対
象
者
へ
顕
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
金
多
豆
蔵
人
形
一
座
に
よ

る
演
劇
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
笑
い

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
会
場
内
で
は
、
気
心
の
知
れ
た
友

人
と
笑
顔
で
雑
談
す
る
な
ど
、
互
い

の
長
寿
を
喜
ぶ
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見

ら
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、

参
加
者
は
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
結
婚
　年
）

◆
佐
藤
義
昭
・
喜
子
（
６
区
）
◆
柿

﨑
宗
藏
・
和
子
（
崎
の
町
）
◆
福
沢

榮
作
・
イ
サ
子
（
広
戸
）
◆
木
村
聖

明
・
文
子
（
相
野
山
）
◆
大
沢
義

男
・
ウ
メ
（
塩
見
崎
）
◆
黒
滝
勘

三
・
ハ
ツ
子
（
塩
見
崎
）
◆
竹
内
正

光
・
な
つ
（
松
原
）
◆
加
藤
春
治
・

サ
キ
ヱ
（
田
野
沢
）
◆
一
戸
兼
作
・

京
子
（
風
合
瀬
）
◆
佐
藤
克
巳
・
早

智
子
（
風
合
瀬
）
◆
兼
平
小
次
郎
・

フ
サ
ヱ
（
田
野
沢
）
◆
兼
平
鉄
男
・

ア
キ
へ
（
田
野
沢
）
◆
兼
平
勉
・
せ

津
（
田
野
沢
）
◆
山
下
傳
藏
・
和

（
田
野
沢
）
◆
長
谷
川
嘉
四
・
ツ
サ

（
北
金
１
区
）
◆
木
村
辰
吉
・
明

（
北
金
２
区
）
◆
古
川
一
英
・
き
ぬ

ゑ
（
北
金
２
区
）
◆
小
野
爲
雄
・
智

子
（
北
金
３
区
）
◆
七
戸
崇
休
・
ヒ

サ
（
岩
崎
中
）
◆
加
藤
清
四
郎
・
勢

子
（
正
久
）
◆
七
戸
純
二
・
京
子

（
森
山
）
◆
菊
池
道
隆
・
か
ね
子

（
大
間
越
）

金
婚
（
結
婚

　年
）

◆
山
内
睦
・
と
み
ゑ
（
舮
作
）
◆
斉

藤
悟
・
セ
イ
子
（
横
磯
）
◆
木
村
福

市
・
よ
う
子
（
３
区
）
◆
青
木
一
・

和
子
（
４
区
）
◆
後
藤
信
昭
・
信
子

（
５
区
）
◆
山
﨑
哲
男
・
洋
子
（
５

区
）
◆
熊
谷
昇
・
粹
子
（
６
区
）
◆

本
田
満
生
・
聖
子
（
６
区
）
◆
山
田

利
秋
・
律
子
（
７
区
）
◆
坂
本
勝

彦
・
昭
子
（
川
原
町
）
◆
八
木
利

彦
・
広
子
（
川
原
町
）
◆
内
潟
安

信
・
ハ
ツ
ヨ
（
12
区
）
◆
坂
本
金
一

郎
・
洋
子
（
12
区
）
◆
高
橋
孝
男
・

美
津
子
（
12
区
）
◆
西
﨑
昭
光
・
み

つ
（
12
区
）
◆
三
ツ
橋
勝
三
・
愛
子

（
12
区
）
◆
森
長
保
・
ゆ
り
子
（
12

区
）
◆
佐
々
木
鉄
也
・
佐
代
子
（
長

慶
平
）
◆
角
谷
武
夫
・
ひ
ふ
み
（
広

戸
）
◆
木
村
嶺
一
・
律
（
相
野
山
）

◆
斉
藤
勝
弘
・
キ
ミ
（
相
野
山
）
◆

大
沢
則
一
・
和
子
（
塩
見
崎
）
◆
平

岡
公
男
・
ふ
み
子
（
塩
見
崎
）
◆
野

呂
常
雄
・
満
子
（
驫
木
）
◆
竹
越
貞

一
・
早
知
（
驫
木
）
◆
阪
﨑
文
雄
・

良
子
（
風
合
瀬
）
◆
今
市
男
・
む
つ

子
（
晴
山
）
◆
小
嶋
文
和
・
紀
美
子

（
北
金
１
区
）
◆
川
村
保
・
か
つ
ゑ

（
北
金
１
区
）
◆
小
林
貞
悦
・
ふ
さ

（
北
金
３
区
）
◆
脇
川
亮
一
・
し
づ

ゑ
（
北
金
３
区
）
◆
小
島
幸
治
・
久

枝
（
関
）
◆
中
原
洋
一
・
セ
キ

（
関
）
◆
神
馬
利
夫
・
ユ
キ
（
沢

辺
）
◆
福
沢
實
・
か
な
（
沢
辺
）
◆

堀
内
鐵
男
・
み
よ
（
沢
辺
）
◆
佐
藤

勇
・
ち
さ
子
（
岩
崎
下
）
◆
堀
野
善

昭
・
フ
ジ
（
岩
崎
下
）
◆
菊
池
弘

治
・
智
子
（
岩
崎
中
）
◆
熊
谷
和

治
・
百
合
子
（
岩
崎
上
）
◆
中
原

登
・
み
さ
（
岩
崎
中
）
◆
堀
内
悦

男
・
さ
つ
子
（
岩
崎
中
）
◆
秋
穂
藤

雄
・
知
子
（
正
久
）
◆
泉
谷
良
一
・

の
り
（
正
久
）
◆
亀
川
富
雄
・
和
子

（
正
久
）
◆
熊
谷
三
雄
・
キ
ミ
（
正

久
）
◆
西
巻
賢
悦
・
ア
ツ
子
（
正

久
）
◆
村
上
富
行
・
サ
ヨ
（
正
久
）

◆
平
澤
哲
也
・
喜
眞
子
（
森
山
）
◆

七
戸
德
治
・
信
子
（
松
神
）
◆
菊
池

忍
・
ち
づ
子
（
大
間
越
）

米
寿
（

　歳
）

◆
成
田
は
つ
み
（
舮
作
）
◆
坂
本
忠

一
（
舮
作
）
◆
熊
谷
四
郎
一
（
横

磯
）
◆
西
﨑
忠
（
横
磯
）
◆
紀
本
禎

（
横
磯
）
◆
一
ノ
関
ち
せ
（
横
磯
）

◆
小
沢
忠
義
（
横
磯
）
◆
吉
川
堅
一

（
３
区
）
◆
吉
川
か
し
（
３
区
）
◆

藤
谷
勇
（
３
区
）
◆
佐
藤
き
み
ゑ

（
３
区
）
◆
五
十
嵐
正
夫
（
３
区
）

◆
花
谷
ツ
マ
（
３
区
）
◆
山
本
主

（
３
区
）
◆
中
林
せ
い
（
４
区
）
◆

佐
藤
と
さ
（
４
区
）
◆
岸
本
忠
正

（
６
区
）
◆
山
形
ト
ス
エ
（
７
区
）

◆
工
藤
與
三
郎
（
７
区
）
◆
竹
越
和

子
（
７
区
）
◆
鳴
海
治
雄
（
崎
の

町
）
◆
山
本
生
（
崎
の
町
）
◆
成
田

み
ど
り
（
12
区
）
◆
五
十
嵐
フ
ミ
エ

（
12
区
）
◆
藪
﨑
禮
（
12
区
）
◆
菊

池
さ
た
（
12
区
）
◆
髙
森
俊
雄
（
12

区
）
◆
杉
田
政
吉
（
広
戸
）
◆
浜
谷

ツ
ヱ
（
広
戸
）
◆
野
呂
繁
雄
（
広

戸
）
◆
吉
田
す
ゑ
み
（
塩
見
崎
）
◆

阪
﨑
る
い
（
驫
木
）
◆
野
呂
ミ
サ

（
驫
木
）
◆
福
沢
キ
ネ
（
驫
木
）
◆

福
沢
せ
い
（
驫
木
）
◆
吉
田
清
喜

（
驫
木
）
◆
吉
田
ゆ
み
（
驫
木
）
◆

一
戸
廣
一
（
風
合
瀬
）
◆
虻
川
一
介

（
風
合
瀬
）
◆
三
浦
清
一
（
風
合

瀬
）
◆
一
戸
　
（
風
合
瀬
）
◆
品
田

テ
ル
（
風
合
瀬
）
◆
大
船
年
雄
（
晴

山
）
◆
大
船
モ
ヨ
（
晴
山
）
◆
佐
藤

き
み
ゑ
（
晴
山
）
◆
兼
平
チ
ヨ
エ

（
田
野
沢
）
◆
山
本
二
和
（
田
野

沢
）
◆
小
野
さ
た
（
田
野
沢
）
◆
兼

平
小
次
郎
（
田
野
沢
）
◆
兼
平
み
つ

（
田
野
沢
）
◆
山
本
チ
ヨ
（
田
野

沢
）
◆
山
﨑
清
三
（
北
金
１
区
）
◆

小
林
シ
モ
（
北
金
２
区
）
◆
宮
川
良

次
（
北
金
２
区
）
◆
古
川
一
英
（
北

金
２
区
）
◆
根
上
武
義
（
北
金
２

区
）
◆
大
川
清
美
（
北
金
２
区
）
◆

古
川
照
子
（
北
金
３
区
）
◆
冨
田
ま

ち
ゑ
（
北
金
３
区
）
◆
福
澤
光
夫

（
関
）
◆
小
島
き
く
ゑ
（
関
）
◆
小

島
京
子
（
関
）
◆
草
譯
弘
（
柳
田
）

◆
草
創
節
（
柳
田
）
◆
伊
藤
ツ
ナ

（
柳
田
）
◆
岩
谷
フ
ジ
ヱ
（
柳
田
）

◆
小
山
つ
ゑ
（
岩
坂
）
◆
藤
田
喜
一

郎
（
岩
坂
）
◆
岩
谷
ユ
リ
（
岩
坂
）

◆
小
山
内
テ
ル
（
岩
坂
）
◆
岩
谷
良

一
（
岩
坂
）
◆
岩
谷
レ
イ
子
（
岩

坂
）
◆
古
田
つ
や
（
沢
辺
）
◆
神
林

辰
榮
（
沢
辺
）
◆
秋
元
ソ
ノ
（
沢

辺
）
◆
岩
森
さ
ゑ
（
沢
辺
）
◆
堀
内

せ
つ
子
（
岩
崎
下
）
◆
七
戸
信
（
岩

崎
下
）
◆
小
角
和
雄
（
岩
崎
下
）
◆

堀
内
六
雄
（
岩
崎
下
）
◆
山
本
信
行

（
岩
崎
下
）
◆
堀
内
信
尾
（
岩
崎

中
）
◆
小
角
博
美
（
岩
崎
中
）
◆
堀

内
み
の
る
（
岩
崎
中
）
◆
菊
池
チ
ヨ

（
岩
崎
上
）
◆
小
山
よ
し
（
岩
崎

上
）
◆
加
藤
勢
子
（
正
久
）
◆
稲
田

ソ
メ
（
正
久
）
◆
泉
谷
か
へ
（
正

久
）
◆
平
澤
こ
う
（
森
山
）
◆
松
浦

え
つ
（
森
山
）
◆
大
髙
ト
シ
ヱ
（
松

神
）
◆
鈴
木
わ
か
（
黒
崎
）
◆
川
村

さ
つ
き
（
大
間
越
）

表
　彰

表
　彰

60

50

88
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に
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で
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の
発
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に
尽
力
さ
れ

た
高
齢
者
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敬
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「
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」
が
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18
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、
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体
育
館
で
開
催
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。
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吉
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が
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す
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で
、
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も
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で
後
世
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で

ほ
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迎
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０
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８
名
に
表
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対
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者
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と
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念
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贈
ら
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。
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典
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了
後
は
、
ア
ト
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ク
シ
ョ

ン
と
し
て
金
多
豆
蔵
人
形
一
座
に
よ

る
演
劇
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
笑
い

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
会
場
内
で
は
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気
心
の
知
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た
友

人
と
笑
顔
で
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談
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る
な
ど
、
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い

の
長
寿
を
喜
ぶ
姿
が
あ
ち
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ち
で
見
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れ
、
和
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な
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囲
気
の
中
で
、

参
加
者
は
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
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ン
ド
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（
結
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　年
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佐
藤
義
昭
・
喜
子
（
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区
）
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柿

﨑
宗
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・
和
子
（
崎
の
町
）
◆
福
沢

榮
作
・
イ
サ
子
（
広
戸
）
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木
村
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明
・
文
子
（
相
野
山
）
◆
大
沢
義

男
・
ウ
メ
（
塩
見
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兼
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山
）
◆
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道
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・
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（
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◆
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・
と
み
ゑ
（
舮
作
）
◆
斉

藤
悟
・
セ
イ
子
（
横
磯
）
◆
木
村
福

市
・
よ
う
子
（
３
区
）
◆
青
木
一
・

和
子
（
４
区
）
◆
後
藤
信
昭
・
信
子

（
５
区
）
◆
山
﨑
哲
男
・
洋
子
（
５

区
）
◆
熊
谷
昇
・
粹
子
（
６
区
）
◆

本
田
満
生
・
聖
子
（
６
区
）
◆
山
田

利
秋
・
律
子
（
７
区
）
◆
坂
本
勝

彦
・
昭
子
（
川
原
町
）
◆
八
木
利

彦
・
広
子
（
川
原
町
）
◆
内
潟
安

信
・
ハ
ツ
ヨ
（
12
区
）
◆
坂
本
金
一

郎
・
洋
子
（
12
区
）
◆
高
橋
孝
男
・

美
津
子
（
12
区
）
◆
西
﨑
昭
光
・
み

つ
（
12
区
）
◆
三
ツ
橋
勝
三
・
愛
子

（
12
区
）
◆
森
長
保
・
ゆ
り
子
（
12

区
）
◆
佐
々
木
鉄
也
・
佐
代
子
（
長

慶
平
）
◆
角
谷
武
夫
・
ひ
ふ
み
（
広

戸
）
◆
木
村
嶺
一
・
律
（
相
野
山
）

◆
斉
藤
勝
弘
・
キ
ミ
（
相
野
山
）
◆

大
沢
則
一
・
和
子
（
塩
見
崎
）
◆
平

岡
公
男
・
ふ
み
子
（
塩
見
崎
）
◆
野

呂
常
雄
・
満
子
（
驫
木
）
◆
竹
越
貞

一
・
早
知
（
驫
木
）
◆
阪
﨑
文
雄
・

良
子
（
風
合
瀬
）
◆
今
市
男
・
む
つ

子
（
晴
山
）
◆
小
嶋
文
和
・
紀
美
子

（
北
金
１
区
）
◆
川
村
保
・
か
つ
ゑ

（
北
金
１
区
）
◆
小
林
貞
悦
・
ふ
さ

（
北
金
３
区
）
◆
脇
川
亮
一
・
し
づ

ゑ
（
北
金
３
区
）
◆
小
島
幸
治
・
久

枝
（
関
）
◆
中
原
洋
一
・
セ
キ

（
関
）
◆
神
馬
利
夫
・
ユ
キ
（
沢

辺
）
◆
福
沢
實
・
か
な
（
沢
辺
）
◆

堀
内
鐵
男
・
み
よ
（
沢
辺
）
◆
佐
藤

勇
・
ち
さ
子
（
岩
崎
下
）
◆
堀
野
善

昭
・
フ
ジ
（
岩
崎
下
）
◆
菊
池
弘

治
・
智
子
（
岩
崎
中
）
◆
熊
谷
和

治
・
百
合
子
（
岩
崎
上
）
◆
中
原

登
・
み
さ
（
岩
崎
中
）
◆
堀
内
悦

男
・
さ
つ
子
（
岩
崎
中
）
◆
秋
穂
藤

雄
・
知
子
（
正
久
）
◆
泉
谷
良
一
・

の
り
（
正
久
）
◆
亀
川
富
雄
・
和
子

（
正
久
）
◆
熊
谷
三
雄
・
キ
ミ
（
正

久
）
◆
西
巻
賢
悦
・
ア
ツ
子
（
正

久
）
◆
村
上
富
行
・
サ
ヨ
（
正
久
）

◆
平
澤
哲
也
・
喜
眞
子
（
森
山
）
◆

七
戸
德
治
・
信
子
（
松
神
）
◆
菊
池

忍
・
ち
づ
子
（
大
間
越
）

米
寿
（

　歳
）

◆
成
田
は
つ
み
（
舮
作
）
◆
坂
本
忠

一
（
舮
作
）
◆
熊
谷
四
郎
一
（
横

磯
）
◆
西
﨑
忠
（
横
磯
）
◆
紀
本
禎

（
横
磯
）
◆
一
ノ
関
ち
せ
（
横
磯
）

◆
小
沢
忠
義
（
横
磯
）
◆
吉
川
堅
一

（
３
区
）
◆
吉
川
か
し
（
３
区
）
◆

藤
谷
勇
（
３
区
）
◆
佐
藤
き
み
ゑ

（
３
区
）
◆
五
十
嵐
正
夫
（
３
区
）

◆
花
谷
ツ
マ
（
３
区
）
◆
山
本
主

（
３
区
）
◆
中
林
せ
い
（
４
区
）
◆

佐
藤
と
さ
（
４
区
）
◆
岸
本
忠
正

（
６
区
）
◆
山
形
ト
ス
エ
（
７
区
）

◆
工
藤
與
三
郎
（
７
区
）
◆
竹
越
和

子
（
７
区
）
◆
鳴
海
治
雄
（
崎
の

町
）
◆
山
本
生
（
崎
の
町
）
◆
成
田

み
ど
り
（
12
区
）
◆
五
十
嵐
フ
ミ
エ

（
12
区
）
◆
藪
﨑
禮
（
12
区
）
◆
菊

池
さ
た
（
12
区
）
◆
髙
森
俊
雄
（
12

区
）
◆
杉
田
政
吉
（
広
戸
）
◆
浜
谷

ツ
ヱ
（
広
戸
）
◆
野
呂
繁
雄
（
広

戸
）
◆
吉
田
す
ゑ
み
（
塩
見
崎
）
◆

阪
﨑
る
い
（
驫
木
）
◆
野
呂
ミ
サ

（
驫
木
）
◆
福
沢
キ
ネ
（
驫
木
）
◆

福
沢
せ
い
（
驫
木
）
◆
吉
田
清
喜

（
驫
木
）
◆
吉
田
ゆ
み
（
驫
木
）
◆

一
戸
廣
一
（
風
合
瀬
）
◆
虻
川
一
介

（
風
合
瀬
）
◆
三
浦
清
一
（
風
合

瀬
）
◆
一
戸
　
（
風
合
瀬
）
◆
品
田

テ
ル
（
風
合
瀬
）
◆
大
船
年
雄
（
晴

山
）
◆
大
船
モ
ヨ
（
晴
山
）
◆
佐
藤

き
み
ゑ
（
晴
山
）
◆
兼
平
チ
ヨ
エ

（
田
野
沢
）
◆
山
本
二
和
（
田
野

沢
）
◆
小
野
さ
た
（
田
野
沢
）
◆
兼

平
小
次
郎
（
田
野
沢
）
◆
兼
平
み
つ

（
田
野
沢
）
◆
山
本
チ
ヨ
（
田
野

沢
）
◆
山
﨑
清
三
（
北
金
１
区
）
◆

小
林
シ
モ
（
北
金
２
区
）
◆
宮
川
良

次
（
北
金
２
区
）
◆
古
川
一
英
（
北

金
２
区
）
◆
根
上
武
義
（
北
金
２

区
）
◆
大
川
清
美
（
北
金
２
区
）
◆

古
川
照
子
（
北
金
３
区
）
◆
冨
田
ま

ち
ゑ
（
北
金
３
区
）
◆
福
澤
光
夫

（
関
）
◆
小
島
き
く
ゑ
（
関
）
◆
小

島
京
子
（
関
）
◆
草
譯
弘
（
柳
田
）

◆
草
創
節
（
柳
田
）
◆
伊
藤
ツ
ナ

（
柳
田
）
◆
岩
谷
フ
ジ
ヱ
（
柳
田
）

◆
小
山
つ
ゑ
（
岩
坂
）
◆
藤
田
喜
一

郎
（
岩
坂
）
◆
岩
谷
ユ
リ
（
岩
坂
）

◆
小
山
内
テ
ル
（
岩
坂
）
◆
岩
谷
良

一
（
岩
坂
）
◆
岩
谷
レ
イ
子
（
岩

坂
）
◆
古
田
つ
や
（
沢
辺
）
◆
神
林

辰
榮
（
沢
辺
）
◆
秋
元
ソ
ノ
（
沢

辺
）
◆
岩
森
さ
ゑ
（
沢
辺
）
◆
堀
内

せ
つ
子
（
岩
崎
下
）
◆
七
戸
信
（
岩

崎
下
）
◆
小
角
和
雄
（
岩
崎
下
）
◆

堀
内
六
雄
（
岩
崎
下
）
◆
山
本
信
行

（
岩
崎
下
）
◆
堀
内
信
尾
（
岩
崎

中
）
◆
小
角
博
美
（
岩
崎
中
）
◆
堀

内
み
の
る
（
岩
崎
中
）
◆
菊
池
チ
ヨ

（
岩
崎
上
）
◆
小
山
よ
し
（
岩
崎

上
）
◆
加
藤
勢
子
（
正
久
）
◆
稲
田

ソ
メ
（
正
久
）
◆
泉
谷
か
へ
（
正

久
）
◆
平
澤
こ
う
（
森
山
）
◆
松
浦

え
つ
（
森
山
）
◆
大
髙
ト
シ
ヱ
（
松

神
）
◆
鈴
木
わ
か
（
黒
崎
）
◆
川
村

さ
つ
き
（
大
間
越
）

表
　彰

表
　彰

60

50

88
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一般会計　　　特別会計財政調整基金　　減債基金
合併振興基金　　その他基金

地方税
679,649
9.1％

繰入金
574,066
7.7％

地方交付税
3,867,246
51.6％

国庫支出金
465,894
6.2％

県支出金
572,767
7.6％

繰入金
574,066
7.7％

その他
478,501
6.4％

総務費
1,212,352
16.4％

民生費
1,291,074
17.5％

衛生費
1,095,365
14.8％

農林水
産業費
771,802
10.4％

 商工費
250,056
3.4％

 土木費
376,457
5.1％

消防費
435,898  5.9％

教育費
480,476  6.5％

公債費（元金）
 1,317,203
17.8％

99
99

平成30年度
　平成30年度の決算がまとまりましたので、その概要についてご紹介します。
　各会計の実質収支は、一般会計が9,164万1千円の黒字決算となり、特別会計を含んだ実質収支についても、2億307万3千
円の黒字となりました。また、健全化判断比率は、全ての指標が早期健全化基準を下回っています。
　一般会計歳入については、収入の半分以上を占める地方交付税が、町村合併による特例加算期間の終了により段階的に削
減されています。歳出については、将来の財政負担を軽減するための繰上償還を行ったことにより公債費が一時的に増加し
たものの、人件費及び普通建設事業費が減少しました。　
　厳しさの増す財政状況の中にあっても、住民の生命や財産を守るための施策である医療・防災関連の投資を大胆に実行す
るとともに、将来の財政負担を抑制する措置を講じています。
　今後も住民の生活環境の維持・改善に向けた施策を展開するとともに、限られた財源を有効活用しながら行財政改革を推
進してまいります。

１　平成30年度　深浦町決算総括表

２　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に規定する指標について
⑴　健全化判断比率

３　地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられた社会保障施策経費について
　平成30年度における社会保障施策経費 1,470,253千円に充当した地方消費税交付金は 65,462千円で全体の 4.5％となっています。

  7,490,823 7,391,390 99,433 7,792 91,641
 国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 1,340,105 1,311,184 28,921 0 28,921
 国民健康保険事業特別会計（直診勘定） 333,136 321,758 11,378 0 11,378
 後期高齢者医療特別会計 127,866 117,947 9,919 0 9,919 
 介護保険特別会計 1,487,724 1,431,785 55,939 0 55,939
 訪問看護ステーション特別会計 14,005 10,943 3,062 0 3,062
 下水道事業特別会計 245,298 244,128 1,170 0 1,170
 財産区特別会計 1,391 348 1,043 0 1,043
 　 3,549,525 3,438,093 111,432 0 111,432
  11,040,348 10,829,483 210,865 7,792 203,073

普通会計（一般会計）

合計

会　　　計　　　名 歳入
Ａ

歳出
Ｂ

形式収支
Ｃ（Ａ－Ｂ）

翌年度
繰越財源Ｄ

実質収支
Ｃ－Ｄ

平成30年度
決算額 国県支出金 その他 その他

特定財源 一般財源
地方消費税交付金
（社会保障財源化分）

特

　別

　会

　計

（単位：千円）

（単位：千円）

特別会計　合計

決算報告決算報告

指　　標　　名

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率  

算　出　方　法 早期健全化基準
Ｈ30決算 Ｈ29決算

深浦町の比率 

黒字のため
該当なし 15.00%

20.00%

25.0%

350.0%

黒字のため
該当なし

12.7％

52.5％

黒字のため
該当なし
黒字のため
該当なし

12.8％

54.1％

　普通会計赤字額を標準財政規模で割っ
て求めます。
　財産区を除く連結実質収支赤字額を標
準財政規模で割って求めます。
　年間の借金返済額等を標準財政規模等
で割って算出した率の３カ年平均値。 
　普通会計の起債残高、公営企業会計や
一部事務組合の起債残高等、将来普通会
計が負担すべきと見込まれる額の合計を
標準財政規模等で割って求めます。 

⑵　資金不足比率
　資金不足比率は、公営企業会計の資金不足額を事業の規模（主に料金収入）で割って求めますが、対象会計である「水道事
業会計」、「下水道事業特別会計」ともに資金不足はありませんでした。

事　　　業　　　名

 社会福祉（児童福祉、障害者福祉など） 731,183 480,863 17,983 17,417 214,920
 社会保険（国民健康保険、介護保険） 411,002 59,314  26,365 325,323
 保健衛生（高齢者医療、健康増進など） 328,068 38,858 21 21,680 267,509
 　　　　　　合　　　計 1,470,253 579,035 18,004 65,462 807,752

 給水収益 163,064 資産の部 5,320,449
 経常損益 3,290 負債の部 4,254,422
 当期純損益 2,961 資本の部 1,066,027

損益計算書 貸借対照表公
営
企
業
会
計

水道事業会計

４　財政指標の推移

５　普通会計決算の状況

６　一般会計の基金（貯金）と町債（借金）の残高の推移

⑴　実質公債費比率及び将来負担比率 ⑵　経常収支比率 

　実質公債費比率については、平成19年度決算まで早期健全化基準
（25%）を上回っており、危機的な状況にありましたが、その後公
債費負担の軽減対策の実施などにより改善しています。将来負担比率
についても、改善傾向にあり、早期健全化基準（350%）を大きく下
回っています。

（％）

100.0

90.0

80.0

　経常収支比率は、財政構造における弾力性を示す指標であり、数値
が低ければ低いほど財政に余裕があると評価されます。当町はこの比
率が高く、近年は上昇し続けており、余裕のない財政構造であること
がわかります。健全な財政運営を行っていくためにも、引き続き行財
政改革を推進していく必要があります。

H23H22H21H20H19H18
H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

100.1
247.8 191.9

165.7
138.6

110.3

113.7 107.7

89.5

83.3

75.7
63.4

54.1

52.5
25.7 25.4

23.7
22.0

19.6
18.1

16.3 15.3 14.3 13.7 13.3 12.8 12.7

98.5

95.4
94.5

88.4

91.3

86.6

90.9
92.1

93.8
95.6

98.0

88.9

　地方税や使用料、繰入金等の自主財源は、20％程度となってい
ます。地方交付税が全体の約５割を占めています。

　公債費（借金返済額）が全体の約19%を占めています。
　また、新たな借金（歳入の地方債）が約8.5億円に対し、返済金
（歳出の公債費元金）が約13.2億円ですので、一年間で借金残高
が約4.7億円減少しました。

歳　　　入 目的別歳出

地方債
664,500
8.8％

地方税
679,649
9.1％

地方交付税
3,867,246
51.6％

国庫支出金
465,894
6.2％

県支出金
572,767
7.6％

地方債
852,700
11.4％

その他
478,501
6.4％

歳入総額
7,490,823千円

歳出総額
7,391,390千円

総務費
1,212,352
16.4％

民生費
1,291,074
17.5％

衛生費
1,095,365
14.8％

農林水
産業費
771,802
10.4％

公債費（元金）
 1,317,203
17.8％

教育費
480,476  6.5％

消防費
435,898  5.9％

 土木費
376,457
5.1％
 商工費
250,056
3.4％

公債費（利子）
57,985  0.8％

その他
102,722  1.4％

基金（一般会計）の推移（令和元年度見込みまで）

1,351

496
299

577
277
300

988

408
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　一般会計の基金はH30末で約34億１千万円となり、前年度末
から約4億2千万円減少ました。地方交付税の減少などに伴う財
源不足に対応するため、基金の活用が必要となっており、R１
末残高見込みは約31億２千万円と減少傾向です。限られた財源
ですので、行財政改革を推進しながら有効活用していく必要が
あります。

　一般会計については、公債費負担の軽減を目的とした繰上償
還や地方債発行の抑制効果によりH16末をピークに残高は減少
していますが、ここ数年の大規模事業の実施などにより、現在
は下げ止まりの状況です。特別会計については、約50億円で推
移しています。

町債残高の推移（令和元年度見込みまで）
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一般会計　　　特別会計財政調整基金　　減債基金
合併振興基金　　その他基金

地方税
679,649
9.1％

繰入金
574,066
7.7％

地方交付税
3,867,246
51.6％

国庫支出金
465,894
6.2％

県支出金
572,767
7.6％

繰入金
574,066
7.7％

その他
478,501
6.4％

総務費
1,212,352
16.4％

民生費
1,291,074
17.5％

衛生費
1,095,365
14.8％

農林水
産業費
771,802
10.4％

 商工費
250,056
3.4％

 土木費
376,457
5.1％

消防費
435,898  5.9％

教育費
480,476  6.5％

公債費（元金）
 1,317,203
17.8％

99
99

平成30年度
　平成30年度の決算がまとまりましたので、その概要についてご紹介します。
　各会計の実質収支は、一般会計が9,164万1千円の黒字決算となり、特別会計を含んだ実質収支についても、2億307万3千
円の黒字となりました。また、健全化判断比率は、全ての指標が早期健全化基準を下回っています。
　一般会計歳入については、収入の半分以上を占める地方交付税が、町村合併による特例加算期間の終了により段階的に削
減されています。歳出については、将来の財政負担を軽減するための繰上償還を行ったことにより公債費が一時的に増加し
たものの、人件費及び普通建設事業費が減少しました。　
　厳しさの増す財政状況の中にあっても、住民の生命や財産を守るための施策である医療・防災関連の投資を大胆に実行す
るとともに、将来の財政負担を抑制する措置を講じています。
　今後も住民の生活環境の維持・改善に向けた施策を展開するとともに、限られた財源を有効活用しながら行財政改革を推
進してまいります。

１　平成30年度　深浦町決算総括表

２　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に規定する指標について
⑴　健全化判断比率

３　地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられた社会保障施策経費について
　平成30年度における社会保障施策経費 1,470,253千円に充当した地方消費税交付金は 65,462千円で全体の 4.5％となっています。

  7,490,823 7,391,390 99,433 7,792 91,641
 国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 1,340,105 1,311,184 28,921 0 28,921
 国民健康保険事業特別会計（直診勘定） 333,136 321,758 11,378 0 11,378
 後期高齢者医療特別会計 127,866 117,947 9,919 0 9,919 
 介護保険特別会計 1,487,724 1,431,785 55,939 0 55,939
 訪問看護ステーション特別会計 14,005 10,943 3,062 0 3,062
 下水道事業特別会計 245,298 244,128 1,170 0 1,170
 財産区特別会計 1,391 348 1,043 0 1,043
 　 3,549,525 3,438,093 111,432 0 111,432
  11,040,348 10,829,483 210,865 7,792 203,073

普通会計（一般会計）

合計

会　　　計　　　名 歳入
Ａ

歳出
Ｂ

形式収支
Ｃ（Ａ－Ｂ）

翌年度
繰越財源Ｄ

実質収支
Ｃ－Ｄ

平成30年度
決算額 国県支出金 その他 その他

特定財源 一般財源
地方消費税交付金
（社会保障財源化分）

特

　別

　会

　計

（単位：千円）

（単位：千円）

特別会計　合計

決算報告決算報告

指　　標　　名

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率  

算　出　方　法 早期健全化基準
Ｈ30決算 Ｈ29決算

深浦町の比率 

黒字のため
該当なし 15.00%

20.00%

25.0%

350.0%

黒字のため
該当なし

12.7％

52.5％

黒字のため
該当なし
黒字のため
該当なし

12.8％

54.1％

　普通会計赤字額を標準財政規模で割っ
て求めます。
　財産区を除く連結実質収支赤字額を標
準財政規模で割って求めます。
　年間の借金返済額等を標準財政規模等
で割って算出した率の３カ年平均値。 
　普通会計の起債残高、公営企業会計や
一部事務組合の起債残高等、将来普通会
計が負担すべきと見込まれる額の合計を
標準財政規模等で割って求めます。 

⑵　資金不足比率
　資金不足比率は、公営企業会計の資金不足額を事業の規模（主に料金収入）で割って求めますが、対象会計である「水道事
業会計」、「下水道事業特別会計」ともに資金不足はありませんでした。

事　　　業　　　名

 社会福祉（児童福祉、障害者福祉など） 731,183 480,863 17,983 17,417 214,920
 社会保険（国民健康保険、介護保険） 411,002 59,314  26,365 325,323
 保健衛生（高齢者医療、健康増進など） 328,068 38,858 21 21,680 267,509
 　　　　　　合　　　計 1,470,253 579,035 18,004 65,462 807,752

 給水収益 163,064 資産の部 5,320,449
 経常損益 3,290 負債の部 4,254,422
 当期純損益 2,961 資本の部 1,066,027

損益計算書 貸借対照表公
営
企
業
会
計

水道事業会計

４　財政指標の推移

５　普通会計決算の状況

６　一般会計の基金（貯金）と町債（借金）の残高の推移

⑴　実質公債費比率及び将来負担比率 ⑵　経常収支比率 

　実質公債費比率については、平成19年度決算まで早期健全化基準
（25%）を上回っており、危機的な状況にありましたが、その後公
債費負担の軽減対策の実施などにより改善しています。将来負担比率
についても、改善傾向にあり、早期健全化基準（350%）を大きく下
回っています。

（％）

100.0

90.0

80.0

　経常収支比率は、財政構造における弾力性を示す指標であり、数値
が低ければ低いほど財政に余裕があると評価されます。当町はこの比
率が高く、近年は上昇し続けており、余裕のない財政構造であること
がわかります。健全な財政運営を行っていくためにも、引き続き行財
政改革を推進していく必要があります。

H23H22H21H20H19H18
H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

100.1
247.8 191.9

165.7
138.6

110.3

113.7 107.7

89.5

83.3

75.7
63.4

54.1

52.5
25.7 25.4

23.7
22.0

19.6
18.1

16.3 15.3 14.3 13.7 13.3 12.8 12.7

98.5

95.4
94.5

88.4

91.3

86.6

90.9
92.1

93.8
95.6
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　地方税や使用料、繰入金等の自主財源は、20％程度となってい
ます。地方交付税が全体の約５割を占めています。

　公債費（借金返済額）が全体の約19%を占めています。
　また、新たな借金（歳入の地方債）が約8.5億円に対し、返済金
（歳出の公債費元金）が約13.2億円ですので、一年間で借金残高
が約4.7億円減少しました。

歳　　　入 目的別歳出

地方債
664,500
8.8％

地方税
679,649
9.1％

地方交付税
3,867,246
51.6％

国庫支出金
465,894
6.2％

県支出金
572,767
7.6％

地方債
852,700
11.4％

その他
478,501
6.4％

歳入総額
7,490,823千円

歳出総額
7,391,390千円

総務費
1,212,352
16.4％

民生費
1,291,074
17.5％

衛生費
1,095,365
14.8％

農林水
産業費
771,802
10.4％

公債費（元金）
 1,317,203
17.8％

教育費
480,476  6.5％

消防費
435,898  5.9％

 土木費
376,457
5.1％
 商工費
250,056
3.4％

公債費（利子）
57,985  0.8％

その他
102,722  1.4％

基金（一般会計）の推移（令和元年度見込みまで）
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　一般会計の基金はH30末で約34億１千万円となり、前年度末
から約4億2千万円減少ました。地方交付税の減少などに伴う財
源不足に対応するため、基金の活用が必要となっており、R１
末残高見込みは約31億２千万円と減少傾向です。限られた財源
ですので、行財政改革を推進しながら有効活用していく必要が
あります。

　一般会計については、公債費負担の軽減を目的とした繰上償
還や地方債発行の抑制効果によりH16末をピークに残高は減少
していますが、ここ数年の大規模事業の実施などにより、現在
は下げ止まりの状況です。特別会計については、約50億円で推
移しています。

町債残高の推移（令和元年度見込みまで）
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９／7～8町政への提言レター
　町では地域住民の声を反映させるため、町民がより自由な形で
意見・要望などの提言を町政に対して行えるよう、『町政への提
言レター事業』を実施します。

◆町政への提言レターは、次の方法で行います。
　町政への提言レター募集用紙を年２回広報紙に折り込み、全世
帯に配布します。切手の貼付、郵便番号、あて先等の記載は必要
ありません。差出有効期間内は随時受け付けします。
　町政に対する意見・要望は町の振興に関する建設的なものとし、
個人あるいは特定の団体に対する誹謗中傷はご遠慮ください。差
出人に回答する際に必要となるため、住所・氏名の記入をお願い
します。
　提言レターが契機となり、町勢振興のための諸施策に反映され
たご意見ご要望や、広く町民のみなさんにお知らせする必要があ
るものについては、その提言内容等を広報紙にてお知らせします。
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切手不要
（　　　　　）切手を貼らずに
お出しください

差出有効期間
令和２年３月
31日まで有効

0 3 8 2 3 9 0

行

住　　所

氏　　名

電話番号

深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

まちか
ど

　この事業は、（一財）自治総合センター
が宝くじの社会貢献広報事業として、地域
が行うコミュニティ活動の更なる推進を図
るための備品等を整備するもので、これに
より地域社会の健全な発展と住民福祉の向
上が期待されます。
　このほど、令和元年度コミュニティ助成
事業に採択された広戸自治会が、地域のイ
ベントや清掃活動、除雪で使用する備品を、
宝くじの助成金で整備しました。

コミュニティ（宝くじ）助成事業助成金で備品を整備しましたコミュニティ（宝くじ）助成事業助成金で備品を整備しました

○広戸自治会
　・冷蔵庫：1台
　・肘なしチェアー：50脚
　・刈払機：2台
　・チェーンソー：2台
　・除雪機：1台

□問合せ先　総合戦略課　企画調整係（74－2122）

　医療法人敬生会「しらかみのさと」から、医療や

福祉の発展に役立ててくださいと、47,600円の寄附をいただき

ました。

　この寄附金は、町の福祉サービスの向上

に役立てられます。

　ありがとうございました。　　　

大きな口で深浦牛をパクリ！

　深浦産黒毛和牛である深浦牛を県内外にＰ
Ｒしようと「あおもり深浦牛ＢＢＱまつり」がウェスパ椿山で開
催されました。
　当日は、深浦牛200ｇと野菜が入ったＢＢＱセットが販売され
ました。購入したお客さんは会場に用意されたＢＢＱコンロを使
って深浦牛を堪能していました。
　また、町特産品認定商品の試食会も行われ、会場は深浦グルメ
を求める観光客であふれていました。

深浦牛をＢＢＱで堪能

　いわさき小学校4・5年生が、認知症や認知症の人

とどのように接したらよいかを学ぶために認知症サポーター養成

講座を受講しました。特別養護老人ホームサンタ園とグループホ

ームトント園の職員から、認知症は脳の病気であることを理解し

た上で、怒らずにやさしく接してあげることを学びました。受講

後は、認知症サポーターのしるしであるオレンジリングを全員が

受け取り、認知症の人の応援者となりました。

今日から認知症サポーター！　

　八森山野球場で開催された「第28回深浦町長杯争

奪野球大会」の決勝戦が行われ、深浦町役場が脇川ベースボールク

ラブとの接戦を制し令和初の優勝を飾りました。

　深浦町役場のメンバーは町役場に勤務する職員で構成されてお

り、チームワークが好プレーを呼びました。参加していただいた4

チームの皆さまありがとうございました。

深浦町役場が優勝!!
９

９／
12

町の医療・福祉のために ９／
２

９／
17
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９／7～8町政への提言レター
　町では地域住民の声を反映させるため、町民がより自由な形で
意見・要望などの提言を町政に対して行えるよう、『町政への提
言レター事業』を実施します。

◆町政への提言レターは、次の方法で行います。
　町政への提言レター募集用紙を年２回広報紙に折り込み、全世
帯に配布します。切手の貼付、郵便番号、あて先等の記載は必要
ありません。差出有効期間内は随時受け付けします。
　町政に対する意見・要望は町の振興に関する建設的なものとし、
個人あるいは特定の団体に対する誹謗中傷はご遠慮ください。差
出人に回答する際に必要となるため、住所・氏名の記入をお願い
します。
　提言レターが契機となり、町勢振興のための諸施策に反映され
たご意見ご要望や、広く町民のみなさんにお知らせする必要があ
るものについては、その提言内容等を広報紙にてお知らせします。
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まちか
ど
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歩こう　ふかうら
　あなたのまちのウォーキングコース
歩こう　ふかうら
　あなたのまちのウォーキングコース

このコーナーは、住民の皆さんに身近な
ウォーキングコースを紹介するコーナーです。
健康づくりのために、いっぽ踏み出しましょう。

　今回は、黒崎コースの紹介です。やまびこハウスをスタートして、地区内をぐるりと回るコースです。ウォーキング
はこころとからだに良い影響をもたらしてくれます。交通量も少なく、短めのコースになっているので、日本海を眺め
ながらウォーキングしてみませんか。

【ウォーキングがこころとからだにもたらす効果】
　　◇心肺機能が高まる
　　　心拍数を上げて歩くことで、心臓や肺の機能が改善します。
　　◇筋力の低下を防ぐ
　　　正しい姿勢で早歩きを心がければ、何も気にせず歩くよりも足腰の筋力を維持できます。
　　◇ストレスが解消できる
　　　適度な運動はストレスを解消するのに役立ちます。また、歩くことで自律神経のバランスが整うともいわれ
　　　ています。
　　◇脳の活性化
　　　　脳に酸素がたくさん送られて、働きが活発になるため、認知症の予防にも効果があるといわれています。

検索

電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
厚生労働省認定

１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６
病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！

「一般貨物自動車運送事業(霊柩)第497号」

365日・24時間受け付けております。

家族葬から一般葬・社葬までご予算に応じた 

御葬儀を提案・施工いたします。

霊安室（兼 家族葬スペース）完備 

電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
厚生労働省認定

１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６
病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！

「一般貨物自動車運送事業(霊柩)第497号」

365日・24時間受け付けております。

家族葬から一般葬・社葬までご予算に応じた 

御葬儀を提案・施工いたします。

霊安室（兼 家族葬スペース）完備 

電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
厚生労働省認定

１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６
病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！

「一般貨物自動車運送事業(霊柩)第497号」
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家族葬から一般葬・社葬までご予算に応じた 

御葬儀を提案・施工いたします。

霊安室（兼 家族葬スペース）完備 

自動車の修理・車検は
高性能診断機能(スキャンツール)導入の
原田自動車に
お任せください！◆日　　時　11月30日（土）　 18時から

◆場　　所　深浦観光ホテル　◆会　　費　3,000円
◆申込締切　11月10日（日）
□問合せ先　山本　☎74－3068　携帯090－7795－1110

深浦町正道尻字小磯55-2
原田自動車整備工場　　代表　原田弘信
℡　77－2852　　　Fax　77－2852

深浦町連合青年団
　　　　同総会開催のご案内

若かった私たちも還暦間近！！いかがお過ごしで
しょうか。そこでこれからの人生の糧になるよう、
同窓会を開催します。お問合せお待ちしています。

　高血圧が脳卒中や心筋梗塞、腎不全（悪化すれば透

析）、認知症の危険因子になることは、ほとんどの方がす

でに知っていることだと思います。では、血圧の数値はど

のぐらいを目標に治療するとよいのでしょう？自信を持っ

て答えることができる市民は、ヘルス・リテラシー（健康

に関する教養）が高い方だと思います。日本高血圧学会

は、標準的な治療をガイドラインに示しています。５年毎

に改訂しており今春、新しいものが発表されました。

　表１：年令による降圧目標値

　2009年、2014年のガイドラインに比べて、より低く目

標値が定められました。これまでの様々な研究結果をもと

に、より厳格に血圧をコントロールした方が予後（将来の

成績）が良いという知見による

ものです。米国や欧州のガイド

ラインも近年、血圧の治療目標

値を下げており世界的な流れで

もあります。

　また、年令の他にどのような疾患を合併しているかによ

っても降圧目標値が示されています。

　表２：合併している疾患毎の降圧目標値

 

　糖尿病がある方、心筋梗塞や狭心症の既往がある方、腎

臓病がある方（尿蛋白陽性）、抗血栓薬を内服されている

方の家庭血圧目標値は125/75未満と示されています。血

圧を下げすぎると、めまい・立ちくらみを起こすなどの弊

害がない限りは目標値を達成した方が脳卒中や心疾患をよ

り予防することができます（高血圧は最大の危険因子で

す）。

　なお、近年では診察室血圧よりも家庭血圧の方が、より

正確に予後（将来予測）を表すことが分かってきたため家

庭血圧を測定することが勧められます。

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

血圧の治療目標値（2019年版）

小笠原　幸　裕　先生
ファミリークリニック☆希望　院長

今月のドクター健康
万歩計
健康
万歩計

  家庭血圧 診察室血圧

 75才未満 125/75未満 130/80未満

 75才以上 135/85未満 140/90未満

脳卒中Ａ：頸動脈狭窄および脳主幹動脈閉塞がない脳卒中
脳卒中Ｂ：頸動脈狭窄や脳主幹動脈閉塞がある脳卒中（あるいは
　　　　　評価未施行）

  家庭血圧 診察室血圧
 糖尿病
 心筋梗塞・狭心症
 尿蛋白陽性の腎臓病 125/75未満 130/80未満
 抗血栓薬内服中
 脳卒中Ａ
 尿蛋白陰性の腎臓病 

135/85未満
 
140/90未満

 脳卒中Ｂ
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ん
？
何
か
臭
う…

」
私
は
察

し
ま
し
た
。
あ
の
臭
い
だ
と
。
一
緒
に

食
事
し
て
い
た
家
族
も
気
づ
き
、
周
り

に
い
な
い
か
確
認
す
る
た
め
、
一
瞬
時

が
止
ま
っ
た
よ
う
に
全
員
静
止
。
そ
し

て
、
膝
を
折
っ
て
座
っ
て
い
た
私
で
す

が
、
何
か
膝
裏
が
じ
ん
じ
ん
、
ヒ
リ
ヒ

リ
す
る
と
思
い
起
立
。
は
い
。
犯
人
私

で
す
。
私
の
膝
裏
に
い
ま
し
た
。
つ
ぶ

し
て
い
ま
し
た
。
私
は
パ
ニ
ッ
ク
に
な

り
、
ズ
ボ
ン
ど
こ
ろ
か
パ
ン
ツ
ま
で
脱

い
で
急
い
で
石
鹸
で
洗
い
流
し
ま
し
た

が
臭
い
は
と
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

つ
ぶ
し
た
際
に
出
た
分
泌
液
が
肌
に

触
れ
、
火
傷
の
よ
う
に
肌
が
た
だ
れ

て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
く
れ
ぐ
れ

も
服
を
着
る
際
は
お
気
を
付
け
く
だ

さ
い
ね
。

薬
物
乱
用
防
止
教
室

　
９
月
11
日（
水
）、
鰺
ヶ
沢
警
察
署
の
山
本
朋
征

さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
薬
物
の
種
類
や
そ
の

悪
影
響
な
ど
、
薬
物
乱
用
防
止
に
つ
い
て
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
１
０
８
　
堀
内
　
航
大

　
薬
物
は
使
っ
て
は
い
け
な
い
の
は
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、
忘
れ
か
け
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で

改
め
て
危
険
だ
と
再
確
認
で
き
ま
し
た
。
使
っ
て

い
る
人
を
見
た
と
き
は
勇
気
を
出
し
て
注
意
し
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

保
育
体
験
学
習

　
９
月
12
日（
木
）、
１
年
次
の
生
徒
が
み
は
る
保

育
園
に
て
保
育
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
一
緒

に
遊
ん
だ
り
、
昼
食
を
食
べ
た
り
な
ど
、
園
児
と

の
交
流
を
通
し
て
自
身
の
将
来
の
職
業
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
１
１
３
　
平
岡
亜
実

　
一
緒
に
遊
ん
で
い
て
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
場
面
も
あ

り
、
や
っ
ぱ
り
大
変
な
お
仕
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
保
育
体
験
学
習
で
私
の
保
育
士
に
な
り
た
い

気
持
ち
が
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
た
の
で
、
も
っ
と

も
っ
と
子
ど
も
や
保
育
士
の
仕
事
に
つ
い
て
勉
強

し
た
い
で
す
。

深
校
祭
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
深
校
祭
は
、
10
月
26
日（
土
）、
27
日

(

日
）の
２
日
間
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
26
日

（
土
）は
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
パ
レ
ー
ド
を
行
い

ま
す
。
よ
さ
こ
い
を
披
露
す
る
場
所
は
、
マ
ッ
ク

ス
バ
リ
ュ
ー
駐
車
場（
13
時
15
分
頃
）、
み
ち
の
く

銀
行
・
青
森
銀
行
前（
14
時
10
分
頃
）、
兵
藤
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
店
前（
14
時
25
分
頃
）、
風
待
ち
舘

（
14
：
40
頃
）の
計
４
箇
所
で
す
。
13
時
15
分
頃
に

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
ー
駐
車
場
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

雨
天
時
は
深
浦
校
舎
第
１
体
育
館
で
13
時
20
分
に

開
始
し
ま
す
。

　
27
日（
日
）は
深
浦
校
舎
に
お
い
て
、
９
時
30
分

か
ら
模
擬
店
や
食
堂
の
営
業
、
年
次
や
部
活
動
、

教
科
等
の
展
示
を
行
い
ま
す
。
今
年
も
様
々
工
夫

を
凝
ら
し
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
準
備
し
て
い
ま
す
。
深
浦
校
舎
の
文
化
祭
に
、

是
非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
！

授
業
公
開
に
つ
い
て

　
本
校
で
は
毎
年
11
月
の
２
日
間
、
町
内
の
皆
さ

ん
に
深
浦
校
舎
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
授
業
公
開
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
11
月
５
日（
火
）と
６
日（
水
）の
２
日
間
を
授

業
公
開
日
と
し
ま
し
た
。

11
月
５
日
は
８
時
50
分
〜

15
時
15
分
、
11
月
６
日
は

８
時
50
分
〜
14
時
15
分
の

間
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

事
前
申
込
等
は
必
要
な
く
、

ど
の
年
次
の
授
業
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
深
校
祭
同
様
、
授
業
公

開
に
も
是
非
、
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
！

【
　11
・
　10
月
の
行
事
予
定
】

10
月
26
日（
土
）深
校
祭（
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
）

　
　
27
日（
日
）深
校
祭（
一
般
公
開
）

11
月
５
日（
火
）・
６
日（
水
） 

授
業
公
開
日

　
　
６
日（
水
）生
徒
会
役
員
選
挙

　
　
12
日（
火
）環
境
教
育
講
座（
１
年
次
）

　
　
14
日（
木
）オ
ー
ル
あ
お
も
り
進
学
フ
ェ
ア（
１
年
次
）

　
　
20
日（
水
）後
期
生
徒
総
会

　
　
25
日（
月
）〜
28
日（
木
）２
学
期
期
末
考
査
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
２
年
次
）

杉
　
田
　
利
　
滿
（
80
）
横
　
　
磯

斉
　
藤
　
　
　
敏
（
77
）
横
　
　
磯

一
　
戸
　
房
　
子
（
84
）
風
合
瀬

小
　
野
　
照
　
子
（
75
）
田
野
沢

山
　
﨑
　
清
　
則
（
66
）
北
金
１
区

八
木
橋
　
き
み
ゑ
（
86
）
北
金
３
区

平
　
澤
　
亞
紀
夫
（
77
）
森
　
　
山

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（

）

石
　
沢
　
叶
　
羽
　
一
　
次
　
風
合
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　
裕
　
美

わ

と
　こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
女
性
広
報
担
当
者
が

気
に
な
っ
て
い
る
グ
ル
メ
を
美
味
し
く
可
愛

く
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

●
味
噌
ラ
ー
メ
ン
カ
レ
ー
セ
ッ
ト

￥
９
５
０

　
何
気
に
忙
し
か
っ
た
月
末…

。
疲
れ
て
空
腹
な
体
に
美

味
し
い
グ
ル
メ
を
求
め
、
今
回
は「
ペ
ン
シ
ョ
ン
深
浦
」さ

ん
へ
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　
店
内
に
入
る
と
、
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
る
開
放
的
な
店

内
、
そ
し
て
岡
崎
海
岸
を
一
望
で
き
る
大
き
な
窓
が
あ
り
、

こ
こ
へ
足
を
運
ぶ
だ
け
で
も
疲
れ
が
吹
っ
飛
び
ま
し
た
。

　
今
回
は
味
噌
ラ
ー
メ
ン
と
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
セ
ッ
ト
を

注
文
。
私
の
一
番
の
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
し
ば
ら

く
す
る
と
、
い
い
香
り
と
共
に
運
ば
れ
て
き
た
私
の
元
気

の
源
！
ま
ず
は
味
噌
ラ
ー
メ
ン
か
ら
。
細
め
の
縮
れ
麵
に

よ
く
絡
み
合
う
少
し
甘
め
の
ス
ー
プ
は
、
疲
れ
た
体
に
沁

み
渡
り
ま
す
。
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
盛
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

し
っ
か
り
味
が
染
み
て
ぺ
ろ
り
と
平
ら
げ
ら
れ
ま
す
。
続

い
て
、
セ
ッ
ト
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
。
つ
や
つ
や
し
た
ご
飯

に
こ
れ
で
も
か
と
か
け
ら
れ
た
カ
レ
ー
の
海
。
一
口
食
べ

る
と
と
っ
て
も
ま
ろ
や
か
で
、
濃
厚
さ
の
中
に
ス
パ
イ
シ

ー
さ
も
感
じ
る
逸
品
で
す
！

　
一
緒
に
訪
れ
た
職
場
の
同
僚
は
、
味
噌
ラ
ー
メ
ン
と
焼

き
肉（
ご
飯
大
盛
り
）セ
ッ
ト（
１
，１
０
０
円
）を
注
文
。
二

人
で
汗
を
か
き
な
が
ら
完
食
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
、
日
替
わ
り
定
食（
９
５
０
円
）な
ど
の
定
食

類
や
、醤
油
ラ
ー
メ
ン（
５
０
０
円
）な
ど
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
。

　
ま
た
、「
ペ
ン
シ
ョ
ン
深
浦
」さ
ん

は
宿
泊
も
で
き
ま
す
。

　
開
放
的
で
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー

な
景
色
を
み
な
が
ら
、「
ペ
ン
シ
ョ

ン
深
浦
」さ
ん
の
美
味
し
い
ご
飯
で

疲
れ
た
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

美
味
し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
♪

◆
店
舗
情
報

　
ペ
ン
シ
ョ
ン
深
浦

　
深
浦
町
大
字
深
浦
字
岡
崎
110―

３

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
74̶

４
３
４
７

　
定
休
日
：
土
日
・
祝
日

唐
辛
子
ピ
リ
ッ
と
女
の
意
地
を
み
せ

　
　
　
　
　
　砂
子
田

　ツ

　ヱ

唐
辛
子
色
を
つ
く
し
て
机
上
に
あ
り

　
　
　
　
　
　山

　本

　志

　恵

高
ら
か
に
一
番
鶏
や
秋
は
来
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　七

　戸

　た
か
女

黄
金
田
の
つ
が
る
は
縄
文
原
風
景

　
　
　
　
　
　
　蒲

　田

　幸

　子

「
て
で
こ
っ
け
」山
鳩
連
呼
の
秋
曇
り

　
　
　
　
　
　野

　呂

　み
ち
ゑ

揺
れ
す
す
き
燃
え
る
日
輪
千
切
り
に

　
　
　
　
　
　近

　藤

　月

　子

そ
よ
風
の
ワ
ル
ツ
が
に
あ
ふ
秋
桜

　
　
　
　
　
　
　山

　本

　こ
う
女

と
う

と
う

た
かこ

が
ね
た

じ
ょ
うも
ん
げ
ん
ふ
う
け
い

や
ま
ば
と
れ
ん
こ

あ
き
ぐ
も

ゆ

ゆ

に
ち
り
んせ
ん
ぎ

か
ぜ

あ
き
ざ
く
ら

い
ち
ば
ん
ど
り

あ
き

き

が
ら
し

が
ら
し
い
ろ

き
じ
ょ
う

お
ん
な

い

じ

戸
籍

窓
の

第18回
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深
校
だ
よ
り

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

《９月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 3,801人
4,261人
8,062人
3,744世帯

（－ 2）
（－ 5）
（－ 7）
（± 0）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.90㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯
令
和
元
年
８
月
21
日
〜
令
和
元
年
９
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

♥
葛
　
西
　
　
　
到
（
北
金
３
区
）

兼
　
平
　
智
　
恵
（
田
野
沢
）

　【
悲
報
　
広
報
担
当
カ
メ
ム
シ
を
つ
ぶ
す
】

　
あ
る
朝
の
こ
と
。
職
場
用
の
服
に
着

替
え
、
朝
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
と
き
で

し
た
。
「
ん
？
何
か
臭
う…

」
私
は
察

し
ま
し
た
。
あ
の
臭
い
だ
と
。
一
緒
に

食
事
し
て
い
た
家
族
も
気
づ
き
、
周
り

に
い
な
い
か
確
認
す
る
た
め
、
一
瞬
時

が
止
ま
っ
た
よ
う
に
全
員
静
止
。
そ
し

て
、
膝
を
折
っ
て
座
っ
て
い
た
私
で
す

が
、
何
か
膝
裏
が
じ
ん
じ
ん
、
ヒ
リ
ヒ

リ
す
る
と
思
い
起
立
。
は
い
。
犯
人
私

で
す
。
私
の
膝
裏
に
い
ま
し
た
。
つ
ぶ

し
て
い
ま
し
た
。
私
は
パ
ニ
ッ
ク
に
な

り
、
ズ
ボ
ン
ど
こ
ろ
か
パ
ン
ツ
ま
で
脱

い
で
急
い
で
石
鹸
で
洗
い
流
し
ま
し
た

が
臭
い
は
と
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

つ
ぶ
し
た
際
に
出
た
分
泌
液
が
肌
に

触
れ
、
火
傷
の
よ
う
に
肌
が
た
だ
れ

て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
く
れ
ぐ
れ

も
服
を
着
る
際
は
お
気
を
付
け
く
だ

さ
い
ね
。

薬
物
乱
用
防
止
教
室

　
９
月
11
日（
水
）、
鰺
ヶ
沢
警
察
署
の
山
本
朋
征

さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
薬
物
の
種
類
や
そ
の

悪
影
響
な
ど
、
薬
物
乱
用
防
止
に
つ
い
て
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
１
０
８
　
堀
内
　
航
大

　
薬
物
は
使
っ
て
は
い
け
な
い
の
は
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、
忘
れ
か
け
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で

改
め
て
危
険
だ
と
再
確
認
で
き
ま
し
た
。
使
っ
て

い
る
人
を
見
た
と
き
は
勇
気
を
出
し
て
注
意
し
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

保
育
体
験
学
習

　
９
月
12
日（
木
）、
１
年
次
の
生
徒
が
み
は
る
保

育
園
に
て
保
育
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
一
緒

に
遊
ん
だ
り
、
昼
食
を
食
べ
た
り
な
ど
、
園
児
と

の
交
流
を
通
し
て
自
身
の
将
来
の
職
業
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
１
１
３
　
平
岡
亜
実

　
一
緒
に
遊
ん
で
い
て
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
場
面
も
あ

り
、
や
っ
ぱ
り
大
変
な
お
仕
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
保
育
体
験
学
習
で
私
の
保
育
士
に
な
り
た
い

気
持
ち
が
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
た
の
で
、
も
っ
と

も
っ
と
子
ど
も
や
保
育
士
の
仕
事
に
つ
い
て
勉
強

し
た
い
で
す
。

深
校
祭
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
深
校
祭
は
、
10
月
26
日（
土
）、
27
日

(

日
）の
２
日
間
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
26
日

（
土
）は
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
パ
レ
ー
ド
を
行
い

ま
す
。
よ
さ
こ
い
を
披
露
す
る
場
所
は
、
マ
ッ
ク

ス
バ
リ
ュ
ー
駐
車
場（
13
時
15
分
頃
）、
み
ち
の
く

銀
行
・
青
森
銀
行
前（
14
時
10
分
頃
）、
兵
藤
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
店
前（
14
時
25
分
頃
）、
風
待
ち
舘

（
14
：
40
頃
）の
計
４
箇
所
で
す
。
13
時
15
分
頃
に

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
ー
駐
車
場
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

雨
天
時
は
深
浦
校
舎
第
１
体
育
館
で
13
時
20
分
に

開
始
し
ま
す
。

　
27
日（
日
）は
深
浦
校
舎
に
お
い
て
、
９
時
30
分

か
ら
模
擬
店
や
食
堂
の
営
業
、
年
次
や
部
活
動
、

教
科
等
の
展
示
を
行
い
ま
す
。
今
年
も
様
々
工
夫

を
凝
ら
し
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
準
備
し
て
い
ま
す
。
深
浦
校
舎
の
文
化
祭
に
、

是
非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
！

授
業
公
開
に
つ
い
て

　
本
校
で
は
毎
年
11
月
の
２
日
間
、
町
内
の
皆
さ

ん
に
深
浦
校
舎
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
授
業
公
開
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
11
月
５
日（
火
）と
６
日（
水
）の
２
日
間
を
授

業
公
開
日
と
し
ま
し
た
。

11
月
５
日
は
８
時
50
分
〜

15
時
15
分
、
11
月
６
日
は

８
時
50
分
〜
14
時
15
分
の

間
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

事
前
申
込
等
は
必
要
な
く
、

ど
の
年
次
の
授
業
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
深
校
祭
同
様
、
授
業
公

開
に
も
是
非
、
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
！

【
　11
・
　10
月
の
行
事
予
定
】

10
月
26
日（
土
）深
校
祭（
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
）

　
　
27
日（
日
）深
校
祭（
一
般
公
開
）

11
月
５
日（
火
）・
６
日（
水
） 

授
業
公
開
日

　
　
６
日（
水
）生
徒
会
役
員
選
挙

　
　
12
日（
火
）環
境
教
育
講
座（
１
年
次
）

　
　
14
日（
木
）オ
ー
ル
あ
お
も
り
進
学
フ
ェ
ア（
１
年
次
）

　
　
20
日（
水
）後
期
生
徒
総
会

　
　
25
日（
月
）〜
28
日（
木
）２
学
期
期
末
考
査
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
２
年
次
）

杉
　
田
　
利
　
滿
（
80
）
横
　
　
磯

斉
　
藤
　
　
　
敏
（
77
）
横
　
　
磯

一
　
戸
　
房
　
子
（
84
）
風
合
瀬

小
　
野
　
照
　
子
（
75
）
田
野
沢

山
　
﨑
　
清
　
則
（
66
）
北
金
１
区

八
木
橋
　
き
み
ゑ
（
86
）
北
金
３
区

平
　
澤
　
亞
紀
夫
（
77
）
森
　
　
山

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（

）

石
　
沢
　
叶
　
羽
　
一
　
次
　
風
合
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　
裕
　
美

わ

と
　こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
女
性
広
報
担
当
者
が

気
に
な
っ
て
い
る
グ
ル
メ
を
美
味
し
く
可
愛

く
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

●
味
噌
ラ
ー
メ
ン
カ
レ
ー
セ
ッ
ト

￥
９
５
０

　
何
気
に
忙
し
か
っ
た
月
末…

。
疲
れ
て
空
腹
な
体
に
美

味
し
い
グ
ル
メ
を
求
め
、
今
回
は「
ペ
ン
シ
ョ
ン
深
浦
」さ

ん
へ
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　
店
内
に
入
る
と
、
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
る
開
放
的
な
店

内
、
そ
し
て
岡
崎
海
岸
を
一
望
で
き
る
大
き
な
窓
が
あ
り
、

こ
こ
へ
足
を
運
ぶ
だ
け
で
も
疲
れ
が
吹
っ
飛
び
ま
し
た
。

　
今
回
は
味
噌
ラ
ー
メ
ン
と
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
セ
ッ
ト
を

注
文
。
私
の
一
番
の
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
し
ば
ら

く
す
る
と
、
い
い
香
り
と
共
に
運
ば
れ
て
き
た
私
の
元
気

の
源
！
ま
ず
は
味
噌
ラ
ー
メ
ン
か
ら
。
細
め
の
縮
れ
麵
に

よ
く
絡
み
合
う
少
し
甘
め
の
ス
ー
プ
は
、
疲
れ
た
体
に
沁

み
渡
り
ま
す
。
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
盛
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

し
っ
か
り
味
が
染
み
て
ぺ
ろ
り
と
平
ら
げ
ら
れ
ま
す
。
続

い
て
、
セ
ッ
ト
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
。
つ
や
つ
や
し
た
ご
飯

に
こ
れ
で
も
か
と
か
け
ら
れ
た
カ
レ
ー
の
海
。
一
口
食
べ

る
と
と
っ
て
も
ま
ろ
や
か
で
、
濃
厚
さ
の
中
に
ス
パ
イ
シ

ー
さ
も
感
じ
る
逸
品
で
す
！

　
一
緒
に
訪
れ
た
職
場
の
同
僚
は
、
味
噌
ラ
ー
メ
ン
と
焼

き
肉（
ご
飯
大
盛
り
）セ
ッ
ト（
１
，１
０
０
円
）を
注
文
。
二

人
で
汗
を
か
き
な
が
ら
完
食
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
、
日
替
わ
り
定
食（
９
５
０
円
）な
ど
の
定
食

類
や
、醤
油
ラ
ー
メ
ン（
５
０
０
円
）な
ど
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
。

　
ま
た
、「
ペ
ン
シ
ョ
ン
深
浦
」さ
ん

は
宿
泊
も
で
き
ま
す
。

　
開
放
的
で
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー

な
景
色
を
み
な
が
ら
、「
ペ
ン
シ
ョ

ン
深
浦
」さ
ん
の
美
味
し
い
ご
飯
で

疲
れ
た
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

美
味
し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
♪

◆
店
舗
情
報

　
ペ
ン
シ
ョ
ン
深
浦

　
深
浦
町
大
字
深
浦
字
岡
崎
110―

３

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
74̶

４
３
４
７

　
定
休
日
：
土
日
・
祝
日

唐
辛
子
ピ
リ
ッ
と
女
の
意
地
を
み
せ

　
　
　
　
　
　砂
子
田

　ツ

　ヱ

唐
辛
子
色
を
つ
く
し
て
机
上
に
あ
り

　
　
　
　
　
　山

　本

　志

　恵

高
ら
か
に
一
番
鶏
や
秋
は
来
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　七

　戸

　た
か
女

黄
金
田
の
つ
が
る
は
縄
文
原
風
景

　
　
　
　
　
　
　蒲

　田

　幸

　子

「
て
で
こ
っ
け
」山
鳩
連
呼
の
秋
曇
り

　
　
　
　
　
　野

　呂

　み
ち
ゑ

揺
れ
す
す
き
燃
え
る
日
輪
千
切
り
に

　
　
　
　
　
　近

　藤

　月

　子

そ
よ
風
の
ワ
ル
ツ
が
に
あ
ふ
秋
桜

　
　
　
　
　
　
　山

　本

　こ
う
女

と
う

と
う

た
かこ

が
ね
た

じ
ょ
うも
ん
げ
ん
ふ
う
け
い

や
ま
ば
と
れ
ん
こ

あ
き
ぐ
も

ゆ

ゆ

に
ち
り
んせ
ん
ぎ

か
ぜ

あ
き
ざ
く
ら

い
ち
ば
ん
ど
り

あ
き

き

が
ら
し

が
ら
し
い
ろ

き
じ
ょ
う

お
ん
な

い

じ

戸
籍

窓
の

第18回
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発
行
／
青
森
県
深
浦
町
　編
集
／
総
合
戦
略
課
企
画
調
整
係

☎
0
1
7
3―

74―

2
1
1
1
（
代
表
）

ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

10月号
No.175

（上段左から）
　ふ じ た　ひろただくん（６さい）
　な り た　そ　　らくん（５さい）
　い そ べ　ひ ろ とくん（５さい）
　こ ぬ ま　す　　いくん（５さい）
　ち　　だ　ゆうじんくん（５さい）
　と よ た　ま ひ ろくん（６さい）

（下段左から）
　せ い の　ま　　きくん（５さい）
　い わ や　は　　るくん（６さい）
　か さ い　な　　みさん（６さい）
　い そ べ　い ろ はさん（６さい）
　さ と う　み　　うさん（５さい）
　い し た　は る かさん（６さい）
　き む ら　しょうたくん（５さい）
　やまなか　る　　おくん（６さい）
　

柳田保育園のなかよしたち

「HAPPY　HALLOWEEN」
2019
No.17510月号

つなぐ、ぜったいに
　故郷の誇りをタスキでつなぐ青森県民駅伝

競走大会が、青森市内で行われました。

こんなに

元気です！

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介します。

11月生まれのお子さんの写真を募集します！
◆対象◆令和元年11月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容◆子供の写真、氏名（ふりがな）、保護者名（父母）、住所（地
区のみ）
◆応募方法◆
郵送または持参の場合：プリントした子供の写真１枚に①子供の氏名
（ふりがな）②生年月日③性別④住所⑤保護者名（父母）⑥電話番号を
記入したものを添えてください。
メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～
⑥を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。
◆応募締切◆今月の末日。
□問合せ先□
〒038-2324　大字深浦字苗代沢84-2　総合戦略課企画調整係　
TEL　74-2122（直通）　　　kouhou@town.fukaura.lg.jp

★このコーナーでは、誕生
日を迎えたチビッコ達
をご紹介します★

（　　　）
大川　謙昭くん（３歳）
　父　昭　裕さん　　　　　
　母　　雅　さん　北金２区 （　　　）

大川　時生くん（２歳）
　父　一　幸さん　　　　　
　母　浩　世さん　北金２区（　　　）

山本　蘭々ちゃん（３歳）
　父　大　樹さん　　　　
　母　琴　恵さん　田野沢

ららん とき おけんしょう


